
アムネスティ西神戸グループ講演会	

日本の死刑について考える 

～アメリカの議論状況との比較から～ 

講師：笹倉香奈氏	

国連は全ての国に死刑廃止へ向うことを求めていて、2018 年現在、世界の３分の２の

国が既に、法律上または事実上、死刑を廃止しています。先進的な民主主義国家で存置

しているのは日本とアメリカ。日米の死刑制度、えん罪、市民の裁判参加等、笹倉先生

にお話いただき、「死刑」について、皆さんと考える時間をもちたいと思います。	

 

 

2019年１１月１６日（土） 14:00〜16:30  

ウイズあかし 学習室701		(アスピア明石北館7階) 
明石市東仲ノ町 6-1    （JR/山電 明石駅より南東へ徒歩 3分） 
 

定	 員：60名（申し込み不要、先着順） 
資料代：500円	 	 （高校生以下無料）    要約筆記調整中 
主	 催：（公益社団法人）アムネスティ・インターナショナル日本 西神戸グループ	
お問い合わせ：078-911-6805 緒方    090-9879-6160 アムネスティ西神戸グループ   

              e-mail: aijg92@aol.com   
後援: 明石市、明石市教育委員会、 
      神戸新聞社、朝日新聞神戸総局、毎日新聞神戸支局、読売新聞神戸総局 

笹倉香奈（ささくらかな）：甲南大学法学部教授。研究

分野は、刑事訴訟法、えん罪、裁判員制度、科学的証拠、

アメリカ刑事法等。米国留学中、米国のえん罪事件を調査

し救援する団体、イノセンス・プロジェクトで活動。日本

版イノセンス・プロジェクトである、えん罪救済センター

副代表。著作講演多数。岩波新書「アメリカ人のみた日本

の死刑」(2019年 5月) 訳者。 

 

 
 


